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 回復事業計画について，徳島県希少野生生物の保護及び継承に関する条例第35条第1項の

規定により，次のとおり提案します。 

提 案 の 理 由

＜危機的な生息状況と緊急性＞ 

徳島県におけるオヤニラミの現状は、生息するすべての河川

で自然環境が悪化したままで、その改善が進んでいない。さ

らに、生息の中心である桑野川水系でさえ、遺伝子かく乱の

懸念が生じている。こうした問題に早急に対応しなければ、

オヤニラミが徳島県から絶滅してしまう危険性が高い。した

がって、本種の保全は他の希少種と比較して緊急性が高く、

徳島県の生物多様性施策の中でも最優先すべき喫緊の課題

といえる。 

こうした理由から、今後、生息環境の改善はもとより、健全

な親魚の緊急避難・確保、すでに絶滅した河川への増殖・放

流等の積極的な再生・創出策も含めたオヤニラミの保全を行

う必要がある。 

＜保護・飼育・増殖技術の保有＞ 

弊社は設立当初から一貫してオヤニラミが生息する地域

で操業しており、その地域への貢献として長期に渡りオヤニ

ラミを始めとした絶滅危惧種の飼育・増殖実績を有してい

る。また、こうした取り組みは地域の保護団体や社外の専門

家・行政機関等とも緊密な連携・協力関係をすでに構築して

おり、知見・技術・人的資源など保有している 

 

以上のことから、地域の環境を長年に渡り見守り続け、オ

ヤニラミの保護・保全に関する技術と実績を持った責任ある

企業として、回復事業計画を提案する。 
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回復事業の対象となる

指 定 希 少 野 生 生 物

又 は 希 少 野 生 生 物 群 

オヤニラミ Coreoperca kawamebari 

回 復 事 業 の 目 標 

オヤニラミの生息河川の環境改善、個体数増殖・放流、普及

啓発等を図り、生息状況を回復することにより、県民共有の

財産として次代へ継承すること 

回復事業を実施すべき区域 
那賀川水系、福井川水系、椿川水系及び飼育下における繁殖

を行う区域 

回復事業を開始すべき

年 月 日 
2016年   7月   1日         

回復事業の具体的な内容 

・生息地の環境の保護・保全・再生等に関する事業 

・飼育・増殖に関する事業 

・放流に関する事業 

・事業の効果的な促進に資する普及啓発に関する事業 

回復事業の対象となる

指 定 希 少 野 生 生 物

又は希少野生生物群の

生 息 又 は 生 育 の 状 況 

＜生息分布＞ 

現在の生息河川は、那賀川水系の中山川（那賀町）と桑野川

（阿南市）及び、福井川（阿南市）、椿川（阿南市）の3水

系4河川のみである。このうち、中山川と桑野川の支川であ

る岡川（申請対象区域の河川）では、すでに絶滅したと考え

られている。福井川ではダム建設以降、個体数が激減してい

る。椿川では生息域が下流に限定され、生息基盤が脆弱で減

少傾向にあると考えられている。また、中心的な生息河川で

ある桑野川本川でさえ、かつての生息域が岡川合流点付近ま

であったが、現在では上流部（新野町より上流域）に限定さ

れている。近年、このように生息範囲がすべての生息河川で

極端に減少している。 

＜遺伝子かく乱の発生＞ 

申請者も含めた学術調査グループによると、中心的な生息河

川である桑野川本川において、県外の遺伝子タイプを持った

個体が複数発見されている。今後、交雑が進めば徳島県の遺

伝子タイプのみを持つ純粋な徳島県産個体が消え去ってし

まう。 

＜圧迫要因＞ 

福井川や桑野川に設置されたダムや堰などによる生息地の

消失・分断、河川改修・工事等による河川環境の悪化があげ

られる。これについては、容易に改善することは難しい。し

かしながら、住宅や事業所からの排水による水質・底質・水

温環境の悪化、ブラックバスなどの外来種による圧迫、他水

系産個体の放流による遺伝子かく乱については、今すぐに適

切な対応策を講じることで、実効性、有効性、経済性が高ま

る。 

回復事業への協力体制 

 徳島県立博物館 

 愛媛大学 

一般社団法人 地域資源研究センター 



注1 提案者の氏名(法人にあっては，代表者の氏名)を自署する場合は，押印を省略するこ

とができる。 

 2 「提案の理由」欄には，提案をする理由のほか，その必要性を具体的に記載すること。 

 3 「回復事業の対象となる指定希少野生生物又は希少野生生物群の生息又は生育の状

況」欄には，対象とする指定希少野生生物又は希少野生生物群の生息又は生育の状況(種

の存続に対する圧迫要因を含む。)並びに生息地又は生育地及びその周辺の環境につい

て詳細に記載すること。 






